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ド
ク
タ
ー
カ
ー
運
行
開
始

2010年
12月5日

ドクターカーは緊急車両です。
ドクターカーの運行にご協力をお願いします。

車両は白地に赤と青のラインが入り、出動時には赤色灯をつけ、
サイレンを鳴らし救急車と同様の走行をします。
車種：FORESTER（SUBARU）
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当
面
は
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
日

没
三
十
分
前
ま
で
の
時
間
帯
で
、
霧

や
雪
、
強
風
な
ど
の
悪
天
候
の
た
め

に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
運
航
で
き
な
い

時
に
出
動
し
ま
す
。

　

医
師
・
看
護
師
・
運
転
員
が
乗
車

し
ま
す
。
救
急
患
者
の
治
療
は
、
合

流
先
の
救
急
車
内
で
行
い
、
患
者
が

ド
ク
タ
ー
カ
ー
に
乗
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

サ
イ
レ
ン
と
赤
色
回
転
灯
、
無
線

機
が
つ
い
て
い
る
こ
と
以
外
、
一
般

的
な
乗
用
車
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
基

本
的
に
は
、
医
師
と
看
護
師
を
救
急

現
場
（
ド
ッ
キ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
）
に

運
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

救
急
現
場
や
救
急
車
内
で
行
っ
た

医
療
行
為
に
つ
い
て
は
、
医
療
費
の

さらなる救命率向上へ
昼間の悪天候時、ドクターヘリの代わりにドクターカーが出動します

　

救
急
専
門
医
と
看
護
師
を

乗
せ
、
救
急
車
と
の
ド
ッ
キ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
や
救
急
現
場

へ
向
か
う
専
用
の
車
の
こ
と

で
す
。

　

現
在
、
運
航
し
て
い
る
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
は
有
視
界
飛
行

の
た
め
、
日
中
の
霧
や
雪
、

強
風
な
ど
の
悪
天
候
時
に
は

出
動
で
き
な
い
と
い
う
制
約

が
あ
り
ま
す
。

　

ド
ク
タ
ー
カ
ー
に
は
そ
れ

を
補
う
こ
と
で
、
今
以
上
の

救
命
率
向
上
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ド
ク
タ
ー
カ
ー
出
動
時
に

は
赤
色
回
転
灯
を
点
け
、

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
な
が

ら
緊
急
走
行
を
し
ま
す
。

出
動
中
の
ド
ク
タ
ー
カ
ー

が
接
近
し
て
き
た
際
に
は

道
を
ゆ
ず
る
な
ど
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

❶
市
民
か
ら
の
一
一
九
番
通
報

❷
消
防
本
部
指
令
セ
ン
タ
ー

救
急
患
者
の
容
態
・
場
所

な
ど
の
情
報
か
ら
、
医
師
・

看
護
師
の
出
動
を
要
請
し

ま
す
。

❸
運
航
管
理
室

運
航
管
理
者
は
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
が
飛
べ
な
い
場
合
、
運
転

員
へ
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
出
動

指
令
を
行
い
ま
す
。

❹
ド
ク
タ
ー
カ
ー

運
転
員
か
ら
連
絡
を
受
け

た
、
医
師
・
看
護
師
が
ド
ク

タ
ー
カ
ー
に
乗
り
込
み
、
救

急
車
と
の
ド
ッ
キ
ン
グ
ポ
イ

ン
ト
（
又
は
救
急
現
場
）
に

向
か
い
ま
す
。

❺
ド
ッ
キ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

　

（
又
は
救
急
現
場
）

救
急
患
者
を
収
容
し
た
救
急

車
と
合
流
し
、
医
師
・
看
護

師
が
救
急
車
内
で
救
命
処
置

を
行
い
、
患
者
の
容
態
を
安

定
さ
せ
ま
す
。
そ
の
後
、
救

急
車
で
適
切
な
医
療
機
関
へ

搬
送
し
ま
す
。

ド
ク
タ
ー
カ
ー
と
は

ド
ク
タ
ー
カ
ー
出
動
の
流
れ

Ｑ1
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
運
行
時
間
は
？

Ｑ2
ド
ク
タ
ー
カ
ー
に
は

だ
れ
が
乗
る
の
で
す
か
？

Ｑ3
ド
ク
タ
ー
カ
ー
に
は

特
別
な
装
備
が
あ
り
ま
す
か
？

Ｑ4
ド
ク
タ
ー
カ
ー
を
利
用
し
た
場
合
、

費
用
は
か
か
り
ま
す
か
？

ド
ク
タ
ー
カ
ー

Ｑ
＆
Ａ

ド
ク
タ
ー
カ
ー

Ｑ
＆
Ａ



3　ほすぴたる 第36号（2011. 01. 01）

豊岡市

公立豊岡病院

京都府

鳥取県

10km 
新温泉町

香美町

養父市

朝来市

ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
運
航
範
囲基地病院から10km範囲内の地域　　：救急現場に直接ドクターカーが向かい、消防署から出動し現場に到着している救急車内で治療を行います。

基地病院から10km以上の範囲の地域：現場から救急患者を乗せた消防の救急車とあらかじめ設定したドッキングポイントで合流し、
　　　　　　　　　　　　　　　　　消防の救急車内で治療を行います。

一
部
が
患
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

ド
ッ
キ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
は
、
道
の

駅
、
店
舗
の
駐
車
場
、
公
園
な
ど

で
、
現
在
百
三
十
二
か
所
を
選
定
し

て
い
ま
す
。

　

基
地
病
院
に
緊
急
走
行
可
能
な
専

用
車
を
配
置
し
、
専
任
の
運
転
員
が

医
師
・
看
護
師
を
乗
せ
、
ド
ッ
キ
ン

グ
ポ
イ
ン
ト
（
場
合
に
よ
り
救
急
現

場
）
に
出
動
す
る
一
方
で
、
除
細
動

器
や
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
、
医
療
用
酸

素
な
ど
の
医
療
用
資
機
材
を
搭
載
し

た
消
防
の
高
規
格
救
急
車
が
出
動

し
、
ド
ク
タ
ー
カ
ー
と
合
流
し
て
患

者
の
処
置
・
治
療
を
行
う
「
ラ
ピ
ッ

ド
レ
ス
ポ
ン
ス
カ
ー
方
式
」
に
よ
り

運
用
し
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
、
豊
岡
病
院
但
馬
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
搬
送
し
ま
す

が
、
患
者
の
容
態
や
搬
送
時
間
を
考

慮
し
て
、
他
病
院
に
搬
送
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

Ｑ7
搬
送
さ
れ
る
医
療
機
関
は

ど
こ
で
す
か
？

Ｑ5
ド
ク
タ
ー
カ
ー
と
救
急
車
が

合
流
す
る
ド
ッ
キ
ン
グ
ポ
イ

ン
ト
は
ど
の
よ
う
な
場
所
で

何
か
所
あ
り
ま
す
か
？

Ｑ6
ど
の
よ
う
な
方
式
で
、
ド
ク

タ
ー
カ
ー
と
消
防
署
の
救
急
車

を
運
用
し
て
い
く
の
で
す
か
？

救急病院等

ドクターカーの
出動フロー
ドクターカーの
出動フロー

救急現場

消防本部
公立豊岡病院

但馬救命救急センター

救急車内で医師による
処置の開始

④
ド
ク
タ
ー
カ
ー
出
動

⑤
救
急
車
に
医
師

　

が
同
乗
し
搬
送

①
一
一
九
番
通
報

②
救
急
車
出
動

⑤救急車に医師
　が同乗し搬送

③医師・看護師の出動要請

中継場所
（ドッキングポイント）

前を走る車のドライバーが
ルームミラーで確認できる鏡文字出動の際に現場に持っていく医療資機材消防署等と連絡をとるための無線機

ド
ク
タ
ー
カ
ー
紹
介
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年頭のご挨拶

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
十
二
月
の
組
合
議
会
定
例
会

の
役
員
改
選
に
よ
り
組
合
議
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
が
、
地
方
自
治
体

の
経
営
す
る
病
院
は
深
刻
な
医
師
不

足
に
伴
い
経
営
難
が
続
い
て
お
り
、

地
域
医
療
確
保
の
重
要
性
を
実
感
し

て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
は
、
四
月

よ
り
日
本
海
側
初
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

の
運
航
が
開
始
さ
れ
、
積
極
的
に
現

場
ま
で
出
動
し
、
治
療
開
始
時
間
を

短
縮
、
一
段
と
救
命
効
果
が
高
め
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
十
二
月
か
ら
は

こ
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
補
完
す
る
目

的
で
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
運
行
も
開
始

さ
れ
、
救
急
医
療
に
お
い
て
は
飛

躍
的
に
医
療
水
準
が
向
上
し
た
年
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

公
立
豊
岡
病
院
組
合
は
医
療
・
保

健
・
福
祉
機
関
と
の
適
切
な
機
能
分

担
と
密
接
な
連
携
を
図
り
地
域
に
貢

献
で
き
る
病
院
を
め
ざ
し
て
お
り
ま

す
。
組
合
議
会
と
し
ま
し
て
は
、
良

質
で
効
率
的
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
、
議
会

活
動
を
通
し
て
組
合
当
局
と
と
も
に

諸
問
題
を
解
決
し
、
安
全
で
安
心
の

で
き
る
地
域
医
療
の
更
な
る
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
何
卒
、
市
民

の
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し

て
健
康
で
希
望
に
満
ち
た
年
に
な
り

ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　公立豊岡病院組合議会
森
田  

健
治

議　
長

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
新
た
な
お
気
持
ち
で
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

昨
年
の
世
相
を
表
す
漢
字
に
は

「
暑
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
昨
夏
の

平
均
気
温
が
統
計
的
に
最
高
気
温
を

記
録
し
た
こ
と
や
チ
リ
鉱
山
の
落
盤

事
故
で
作
業
員
が
暑
い
中
を
救
出

さ
れ
た
こ
と
が
理
由
と
の
こ
と
で
し

た
。
豊
岡
病
院
組
合
で
は
昨
年
四
月

の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
、
そ
し
て
十
二
月

の
ド
ク
タ
ー
カ
ー
と
い
う
新
た
な
事

業
を
開
始
し
て
、
「
救
急
」
が
大
き

な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
た
一
年
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

迎
え
て
平
成
二
十
三
年
は
卯
年
で

す
。
経
済
界
に
「
丑
（
う
し
）
つ
ま

ず
き
、
寅
（
と
ら
）
千
里
を
走
り
、

卯
（
う
さ
ぎ
）
跳
ね
る
」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。
丑
年
で
は
苦
労
し

た
が
、
寅
年
に
は
上
昇
に
転
じ
て
、

卯
年
に
は
大
き
く
伸
び
る
と
い
う
意

味
で
す
。
昨
年
に
立
ち
上
げ
た
色
々

な
取
り
組
み
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、

地
域
の
安
心
安
全
な
町
づ
く
り
に
貢

献
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
地
域
住
民

の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
最
良
の
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　公立豊岡病院組合
青
木  

俊
彦

管
理
者
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新
年
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
昨
年

は
関
係
機
関
等
の

ご
協
力
に
よ
り
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
・

ド
ク
タ
ー
カ
ー
導

入
に
よ
る
救
命
救

急
医
療
体
制
が
確

立
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
も
地
域
の
基

幹
病
院
と
し
て
地

域
連
携
を
図
り
住

民
の
皆
さ
ん
へ
更

な
る
安
心
・
安
全

な
医
療
の
提
供
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

豊岡病院

竹内  秀雄

病院長

　

新
年
、
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

元
旦
。
患
者
さ

ん
や
住
民
の
方
々

が
望
ん
で
お
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
「
い

つ
で
も
、
ま
ず
は

頼
り
に
し
た
く
な

る
病
院
」
を
目
指

し
て
、
医
師
・
看

護
師
不
足
に
負
け

る
も
の
か
と
、
思

い
を
新
た
に
致
し

ま
し
た
。

出石
医療センター

西岡  　顯

病院長

謹
賀
新
年

　

本
年
の
目
標

は
、
当
院
の
役
割

分
担
で
あ
る
透

析
、
健
診
、
眼
科

の
三
つ
の
セ
ン

タ
ー
機
能
の
一
層

の
充
実
と
、
今
や

社
会
問
題
と
な
っ

た
産
科
分
娩
の
応

需
体
制
の
維
持
。

更
に
、
患
者
サ
ー

ビ
ス
上
念
願
で

あ
っ
た
老
朽
化
施

設
の
改
修
で
あ
り

ま
す
。
本
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

日高
医療センター

金子  　巖

病院長

　

あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
医
療
を

取
り
巻
く
環
境
は

依
然
と
し
て
厳
し

く
、
地
域
に
よ
る

格
差
は
ま
す
ま
す

広
が
っ
て
い
ま

す
。
南
但
馬
の
医

療
を
守
る
た
め
に

が
ん
ば
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

梁瀬
医療センター

木山  佳明

病院長

　

新
年
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

地
域
医
療
を
取

り
巻
く
状
況
は
、依

然
と
し
て
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
お
り
、

当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

も
、①
医
師
、看
護

師
の
確
保
②
経
営

問
題
③
梁
瀬
医
療
セ

ン
タ
ー
と
の
連
携
問

題
な
ど
多
く
の
課
題

を
抱
え
て
お
り
ま
す

が
、職
員
一
丸
と
な
っ

て
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。今
後
と
も
、よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

和田山
医療センター

今井  雅尚

病院長
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INFORMATION & NEWS

公立豊岡病院でドクターカー運航開始式を開催

公立豊岡病院組合議会議員のご紹介

医師異動のお知らせ H22.10.2～H22.12.1

異動医師

　12月5日に公立豊岡病院でドクターカー運航開始式
を行いました。当日は行政や消防関係者など約50人が
参列し、スタッフ紹介やテープカット、ドクターカー
の内覧会などを行い、運行開始を祝いました。
　但馬救命救急センターの小林センター長は「この事
業は消防や行政の関係者の方、地域の多くの皆さまに
支えられて成り立っています。今後、スタッフを充実
させ救急医療体制の更なる充実を目指したいです」と
あいさつしました。
　ドクターカーは公立豊岡病院が事業主体となり、豊
岡市・朝来市・養父市・香美町・新温泉町の三市二町
の合同事業により進められていきます。

内  日高医療センターへ　　　　内  科　　医  長　　小松　素明（和田山医療センター）

（議会運営委員会　６人）

【 常 任 委 員 会 】

委 員 長
副委員長
委 員
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　

奥村　忠俊（豊岡市）
坪内　一由（朝来市）
椿野　仁司（豊岡市）
宮田　　弘（豊岡市）
綿貫　祥一（豊岡市）
上谷　廣志（朝来市）

委 員 長
副委員長
委 員
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　

伊賀　　央（豊岡市）
広川　善徳（豊岡市）
岡　　満夫（豊岡市）
門間　雄司（豊岡市）
古池　信幸（豊岡市）
波多野　優（朝来市）
山本　正之（朝来市）

（総務委員会　７人）議　長
森田　健治（豊岡市）

副議長
波多野　優（朝来市）

議会選出監査委員
椿野　仁司（豊岡市）

（ 定数14人 ）
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　公立豊岡病院組合では、将来看護師や助産師として、組合立病院で地域医療に携わることを目指
す学生の皆さんを対象に、奨学金の貸与を行っております。

看護師奨学金制度のご紹介

　この制度は、将来組合立病院の医師として故郷但馬の地域医療を担って欲しいという切なる願い
から発足させた制度です。但馬地域の小学校、中学校、または高等学校を卒業し、大学医学部に進
学しようとされる方、もしくは修学中の方で、大学卒業後、公立豊岡病院で2年間の臨床研修を修了
し、医師として組合立病院で勤務する意思のある方が対象です。制度発足以来、のべ23名の方が利
用されています。今後、2月頃に貸与医学生の募集を予定しています。

医師修学資金貸与・貸付制度のご紹介

　現在、看護師または助産師の養成施設に進学しようとされる方、もしくは在学中の方で、当該免許取得
後、直ちに看護師または助産師として組合立病院で勤務に従事する意思をお持ちの方
※養成施設卒業後に免許を取得し、組合立病院で勤務に従事する時点での年齢が34歳以下の方が対象
※5年間一貫教育の高等学校に在学する方については、看護専攻科相当学年（4年次及5年次）に在学する方のみが
　対象となります。

● 対象者

正規の修学年数に相当する期間
● 貸与期間

今後、ホームページや広報紙ほすぴたるを通じてお知らせいたします。
● 貸与人数・申込方法・選考日程

助産師養成施設に在籍する方 ： 月額30,000円（年額360,000円）
看護師養成施設に在籍する方 ： 月額20,000円（年額240,000円）
※看護大学に在学する方で、助産師免許取得を目的とする課程を選択された場合は、その課程が開始した時点（ただし、3年生
　の年度の開始以後）から助産師養成施設の貸与月額に変更します。
※免許取得後直ちに病院組合に就職し、貸与期間と同期間を勤務すると奨学金の返還を免除します。

● 貸与金額

《この件に関するお問合わせ》
総務部　人事課
℡ 0796-22-6111　内線 2102

《この件に関するお問合わせ》　総務部　人事課　　℡ 0796-22-6111　内線 2102

総額１，０２０万円（最大） ※無利子

１～４年生 月額１２５，０００円　（年額150万円）
５～６年生 月額１７５，０００円　（年額210万円）

※医師国家試験に合格し、一定期間を
　公立豊岡病院組合立病院で勤務後、返還を免除

医師修学資金貸与制度 医師修学一時資金貸付制度
※無利子上限額１，０００万円

入学金、授業料、施設設備費等、正規の修学年
限内に本人が支払うべき学費の範囲内

※公立豊岡病院組合に採用後６年以内に、　
　月賦もしくは半年賦の方法で必ず返還
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職員募集のお知らせ

《この件に関するお問合わせ》
総務部　人事課

℡0796-22-6111  内線2102

公立豊岡病院組合のホームページからダウンロードできます。

URL 　http：//www.toyookahp-kumiai.or.jp
※受験資格欄中の年齢は、採用年度の4月1日時点の年齢です。
※総務部人事課でもお渡ししています。

募集要項

！   詳細についてはホームページまたは募集要項でご確認ください。

■看護職員募集の概要

募集人員 試験科目受 験 資 格 試験会場試験日採用年度 試験職種 受付期間

診療放射線
技師

・診療放射線技師免許取得者
　又は今春取得見込者
・30歳以下

1名

理学療法士
・理学療法士免許取得者
　又は今春取得見込者
・30歳以下

1名

薬剤師
・薬剤師免許取得者
　又は今春取得見込者
・30歳以下

1名

医療社会
事業士

・社会福祉士免許取得者
　又は今春取得見込者
・30歳以下

2名

公立豊岡病院組合
統轄管理事務所
第一会議室

（公立豊岡病院2階）

平成23年
1月11日
まで

・教養試験
・作文試験
・面接試験

平
成
23 

年
度

平成23年
1月24日（月）

歯科衛生士
・歯科衛生士免許取得者
　又は今春取得見込者
・30歳以下

1名 平成23年
1月26日（水）

平成23年
1月21日（金）

■医療技術職員募集の概要

　年頭のご挨拶ページの背景写真は1,000mを超える東斜面山頂から豊岡を写しました。ドクターヘリの視
界もこのようでしょうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《編集委員  O》

募集人員 試験科目受 験 資 格 試験日・会場採用予定日採用年度 試験職種 受付期間

以下の3回の試験日を設定

1．平成23年1月8日（土）
2．平成23年2月4日（金）
3．平成23年3月4日（金）

いずれも公立豊岡病院内

※平成22年度採用の
　試験日は1及び2

平成23年
1月28日
まで

看護師

助産師

・看護師免許取得者
  （助産師については
 　 助産師免許）
・40歳以下

20名程度 随時
・適性試験
・面接試験

平
成
22 

年
度

平成23年
2月25日
まで

・適性試験
・面接試験

看護師

助産師

・来春に看護師免許を
　取得見込みの方、
　又は看護師免許取得者
　（助産師については
　　助産師免許） 
・40歳以下

40名程度

平
成
23 

年
度

平成23年
4月1日


